
小・中学校の学びをつなげる

球技「ネット型Jのカリキュラム開発

ー「キャッチJを取り入れた簡易ゲームの実践を通して一
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要約：本研究の目的は，小・中学校の学びをつなげる球技 「ネット型j のカリキュラム開発である。中学校第1学年に

おいて，バレーボーノレに関する簡易ゲーム教材を段階的に実施するカリキュラムを立案し，授業実践を行った。そのね

らいは，ゲームにおいてオーバーハンド、パスを多く活用することと，チーム内の連係による意図的なつなぎを発揮でき

るようにすることである。その結果，パレーボールに関する本質的理解と動きの質が向上する傾向が示唆されたととも

に，バレーボールに対する愛好度の向上が認められた。

キーワード：ネット型，バレーボール，カリキュラム，タスクゲーム

I.研究の経緯

平成20年の小中学校学習指導要領の劾極に伴い，各

校種聞の連携が一層求められるようになった。広島大学

附属東雲小・中学校（以下本校）では，校種間の連携を

意識して学習内容や指導方法を検討し，学びがつながる

授業のあり方を研究テーマとして設定している。本校体

育科では， 「わかり方Jに着目し，ハードル走や水泳な

どの同一教材で，小中教科部会ぞ授業観察を通して，小

中の学びがつながる授業づくりを模索してきた。

昨年度からは，児童生徒に人気が高いボール運動・球

技の領域を対象に，学びがつながるカリキュラム開発を

進め宅いる。昨年は，球技［ゴ～レ型上め耕才を研究対

象とした。より充実したゲームを楽しむことができるよ

うにするためには，各発達段階における「ボーノレ操作の

技能」に加えて「ボールを持たないときの動きJの質を

高める系統的な指導が重要である。そこで，小田他

(2014）は，ゴール型の技能に関する到達目標と内容を

整理し，新たなアプローチ法を提案した。それは，中学

校第3学年のバスケットボールの授業において，状況判

断認知トレーニング、を導入することと，スキルアップド

リルとメインゲームを結びつけるタスクゲームを導入

することである。その結果，意思決定とサポート行動の

向上が認められた。しかしながら，技能発揮においては，

課題がみられた。すなわち，児童生徒のボール操作の技

能をさらに高める工夫の必要性が示唆された。

II. 問題の所在

今年度は，球技「ネット型jで最もポピュラーな種

＊広島大学大学院教育学研究科

65 

目であるバレーボーノレを研究対象にすることとした。

「ネット型」における小・中学校の学びがつながる授

業づくりのあり方を模索していくためには，教材の価

値，小・中学校の授業の実態，子どもたちの遊びの変

化などを理解し，何を，どのように指導するのかを検

討することが必要であると考えた。

1 教材の価値

バレーボーノレは，ネットによる境界線が相手チーム

との直接的な接触を防ぎ，危険性が少ない特性をもっ。

また，年齢射甥リに制約を受けず，誰もが楽しめるレ

クヲヱーショーシの要素があげ伝れる。そのため7学章一

期を過ぎても球技スポーツとして触れる機会が多く，

生涯スポーツの観点、から学ぶ価値の高い教材といえ

る。

2 ボール遊びの変化や小学校の授業実態

昨今，子どもたちの安全を考慮して，校庭や公園での

ボール遊びが制限され，ボールに触れる機会も激減して

いる。そのような状況にあって，小学生の休憩時間の遊

びにおいても，ネット型に通じる遊び「天大中小Jや

「ドッジボーノレ」を行う児童は皆無となりつつある現

状を小学校教員から聞くことが多い。

また，ボーノL運動「ネット型Jの授業について， H市

小学校体育部会の207名の教員に対して実施したアン

ケート調査によると，図1のように小学校の「ネット

型j の指導経験について「あまりないJ' 「まったく

なし、」と回答した教員は約4割であった。
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図1 ネット型ボールゲームの指導経験

その主な理由は，ネットの設置や道具の準備に多く

の時間がかかるなどの場の設定の不整備，ラリーがな

かなか続かず，充実したゲームが成立しにくいことな

どの指導の困難性であった。小学校学習指導要領でソ

フトバレーボールを扱うようになってはいるが， 「ネッ

ト型j の授業は敬遠される傾向にあり，ボレーをする

ボール操作やボールを扱う感覚，空間認知九コート内

での動きを寸づまに身についていないことが推察される。

このような小学校におけるfネット型Jの授業におけ

る課題は，中学校で実施したアンケートからも窺える。

H市中学校教育研究会保健体育部会の教員 51名に，

「バレーボールの授業を実施する際に小学校で、身につ

けておいてほしいと感じることは何かJについて7項

目質問したところ， 「とても重要であるJ 「重要であ

るJと回答した人数は，図2のような結果で、あった。
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図2 小学校で身につけてほしいこと

上位三項目は「①ボールを両手で、キャッチできるj

f②ボールを怖がらなし、J「③ボールを落下点に移動す

るJであり，小学校段階で様々なボー／レ感覚やボーノレ

れる傾向が多い。バレーボールはコート上でネットを挟

んで相対し，身体を操作してボールを空いている場所に

返球し，一定の得点、に早く到達することを競い合うスポ

ーツである。ゲームのおもしろさは，ネットを挟んで相

対した集団が連係して，ボールを落とさせよう落とさせ

まいとする攻防にある。ゲームでは，自陣のコート内は

防御の面からみると相手に得点、を与えてしまう危険区域

にあたり，自陣のコートから相手のコートへボールを排

除しなければならない。一方で，自陣のコート内は攻撃の

面からみると得点を得る重要区域にあたり，意図的に攻

撃を組み立てラリーを中断させることをめざす。しかし，

ボールの繍制こついてはボレーであるため，ボール操作

が大変難しくバレーボールの攻防のおもしろさを感じさ

せることは容易ではない。図3は，中学校教員がバレー

ボーノレの指導において難しし立感じている内容項目を表

したものである。
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図3 指導が難しいと感じる内容項目

パスを正確に，状況に応じて発揮できるようにする指

導を難しし、と感じる教員が多かった。この結果からも，

授業ではパスやレシーブなど「ボーノレ操作jを高める練

習に多くの時間をかけるものの，ゲームの場面では，

練習したパス技術をなかなか発揮できないこと，ラリー

を繰り返す攻防を展開するゲームにならないことに指導

者の悩みが窺える。

吉永他（2004）も， 「従来の技術指導中心の指導方法

では授業で培ったぜ術がゲームで活かされてし、ないJと

述べ攻防を楽しむために「ボール操作Jに重点がおか

れた指導を改善する必要があると指摘している。

操作の技術を培ってきてほしいと感じていることが窺 4 カリキュラム開発の視点

える。 バレーボールの指導における課題を整理すると，次の

三存、となる。

3 中学校の授業実態 一つ目は，ボレーとし、う大変難しし、ボー／レ操作を，授

中学校では，競技スポーツに近い授業設計を立案さ 業のゲームで活用できるようにすることである。中学校
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では，ソフトバレーボールからバレーポールへと小さく

固いボールに変わるため，ボール操作が一段と難しくな

ることを考慮した授業づくりが求められる。

二つ目は，ボール扱い，ボール感覚，ボール運動の経

験など個人差が大きいことを考慮した手立てを講じる

ことである。

三つ目は，パスぜ術がゲームに、活かされ，バレーボー

ルの本質的な魅力に角財も，自ら進んで楽しむことができ

るようにすることである。

これら三つの課題を解決するためには，耕オ，教具の

工夫や単元構成といったカリキュラム開発が重要となろ

う。表 1のように， H市の中学校保健体育研究部会の教

員もバレーボール指導における工夫はなされている（複

数回答あり）。しかし，カリキュラム開発とその成果を

報告する実践研究は，管見の限りみあたらない。

表1 バレーポール指導における工夫『ー『’

項 目 件数

コートを狭くする 21 

ネットの高さを低くする 43 

やわらかし、ボーノレを使用する 22 

ノレーノレの簡易化 47 

その他 7 

そこで、，小・中学校の学びをつなぐバレーポ－；Y.樹才

及びカリキュラム開発の第一歩として，中学校第1学年

の実践を報告する。

E 研究目的

本研究では，小学校と中学校の学びをつなげることを

意図し，バレーボールのルールを簡易化した耕オ・教具

を提案する。それは， 「キャッチjを取り入れた簡易ゲ

ーム耕寸である。その耕持段階的に実施する単元計画

を立案・実践し，カリキュラムの成果と改善の視点を考

察することを目的とする。

教具の工夫としては，ソフトバレーボールとバレーボ

ールをつなぐボーノレとして， ミカサが開発したキッズバ

レーポーノレ4号を使用する。見た目は普通のバレーボー

ル4号球の大きさに類似している。また，このポールは，

バレーボールより軽量で，表面が柔らかい素材になって

おり，ボレーをしても手が痛くならなし刈制蜘まある。し

たがって，手や指への負担が少なく，抵抗なくポール

に接することができるため， 「送り出すJようなボー
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ル操作粉貯の向上に役立てることが可能である。

教材の工夫としては，ポーノレ扱いやポール感覚などに

個人差が大きいことを考慮し，その手立てとして，予

備的運動を毎時間実施する。また，基本的なパス働問こ

ついては， 10時間程度の単元であるため，オーバーハン

ドパス技術の習得に呈有、を置いたスキルアップドリルを

実施する。さらに，かーパーハンドパスをゲームで多く

活用し，チーム内の連係による意図的なつなぎを発揮で、

きることをねらった簡易ゲーム教材を段階的に行う。具

体的には，正規のコートより狭いパトミントンコートを

採用し，コート内の人数を3人とする。また，キャッチ

ありノレールを取り入れ，ボール操作の負担を軽減し，ラ

リーが続くように工夫する。

以上のような指導の工夫により，生徒はバレーボール

の本質的理解と動きの質を高め，バレーボールのゲーム

のおもしろさを完惑できるようになり，バレーボールの

愛好度が高まるのではなし、かと考えられ，本研究では，

そのカリキュラムの成果と改善の視点、を考察する。

w.研究方法

1 調査対象

本研究の対象は， 2014年 10月～11月に実施した球技

「ネット型jの領域にあたる「キャッチ・トス・アタッ

クゲームでラリーを続けようjの授業（全10時間）を受

講した本校第1学年l, 2組の生徒78名（男子36名，

女子42名）であった。

2 調査内容及て験証方法

(1）ゲームパフォーマンス妻l躍の様子

本校体育科では，各発達良市皆におけるバレーボールの

到達目標を設定している。中学校第1学年におけるポー

ル樹宇の到達目標は， 「アタックで相手コートに返球し

やすい高さと位置にボールをつなぐことができるjであ

る。また，ボールをもたないときの動きとしては， 「セ

ッターの役割を自覚し，レシーブボールを素早く落下

点に移動して，上げたい方向に体を剖まいてトスを上

げようとしている」である。これらは，鞠虫で発揮さ

れる技能ではなく，刻々と変化するゲーム状況の中で，

レシーブされたボールをセッターが攻撃的に返球しや

すいよう整える，すなわち，トスを上げる技能であり，

重要な役割である。

このゲームパフォーマンス到達の様子は，まとめのゲ



ームをデジタルカメラで掻影し，映像を見ながら表2,

表3のループリックで評価した。

表2 ポール操作のルーブリック

生徒の姿 劇3皆

アタッカーが打ちやすし、高さと位置にトス 大変良い

を上げることができた

トスを上げることはできたが，高さか位置の おおむね良い

どちらかが不十づま

トスを上げたが味方につながらなかったり， 少し課題がある

相手コートに返球されたりした

トスを上げない 課題がある

表3 ポールを持たないときの動きのパfーブリック

生徒の姿 関3皆

セッターの自覚があり，レシーブボールを素 大変良い

早く落下点に移動して，上げたい方向に体を

さばいてトスを上げようとしている

セッターの自覚があり，レシーブボールを素 おおむね良い

早く落下点に移動して，トスを上げようとし

ている

トスを上げようとするが落下点に入れてい 少し課題がある

ない

セッターの自覚がなく，トスを上げようとし 課題がある

ていない

【予備的運動1
・投げ上げキャッチ（手たたき，その場回転など）

．背面投げ一背面キャッチ

・股下からのボール投げ一背面キャッチ

・ワンバウンドボールの額寸止めキャッチ

．うつ伏せ状態でのパス交換

・オーバーノ、ンドパスを行うように投げ上げ突き出し

・サイドステップからのボー／レキャッチ

【スキルアップドリル｝

－直上オーバーハンドパス
．三角パス

・円砂4ス

・玉入れ用ボール投げ（助走とアタック動作）

．アタック練習

(2) 「キャッチJを取り入れた簡易ゲーム教材の導入

ボールをねらったところに打ち返す技能が低い場合，

味方向士がボールをつなぐことができなかったり，相手

コートに返球できなかったりすることが多くなる。その

ため，生徒はおもしろいゲームを味わうことができなし、。

ゲームにおける攻防を展開できるようにするためには，

「キャッチj を取り入れたゲームを導入し，ボール操作

を容易にすることが重要であると考えた。ボーノレ操作に

余裕ができれば，どのようにつなぐかをチーム内で意識

しやすくなり，意図的なボールのつなぎ、方と役割行動の

理解が深まる。このことは， 「キャッチJをやめたゲー

ムに発展した場合でも，コントロールできなかったボー

ルをカバーしたり，意図的なつなぎによる返球が容易に
(2）ノ〈レーボールに関する本開句な理解の変容

なったりすることが期待できると考えたからである。基
単元のはじめと終わりに，「ネットをはさんだ攻防を展

本とするルールは，次の通りである。
開す扶航期終止榊裕一応つい司輔謎させf 寸現娯

その記述の変容を検討した。

(3）バレーボールに対する愛好度の変容

単元のはじめと終わりに「バレーボールは好きですかJ

というアンケート調査を行った。質問に対して5件法で

回答を得るとともに，その理由を記述させた。単元のは

じめと終わりのバレーボールに対する愛好度を比較しそ

の変容を検討した。

v.パv-ポールの授業実践の概要

1 バレーボールに関する本質的理解と動きの質を高

める指導の工夫

(1）予備的運動とスキルアップドリルの導入

ボール操作の感覚，空間認知を養うこと，ボールの落

下点への素早い移動（動きだし，落下点予調。，オ｝パ

ーハンドパスの習得を主なねらいとして，次の予備的運

動，スキルアップドリルを観寺問実施した。
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・ボール：キッズ、バレーボーノレ4号球

・コート：バドミントンコート繍13.4m，榔.lm,3面）

・ネットの高さ： 2m

Oグ、ノレーフ編成

. 6班編成とする（1班6～7人） 。

O基本のルーノレ

・コート内の人数は3人とする。

－サーブはなし。フリーボールで試合を開始する。

※フリーボ｝ノレ＝ネット主凱」ηキさしい山なりのボーノレを投げ入れること

．試合時間は8分とする。

・得点で勝敗を決める。

－サーブを交互に1回ず寸7ったらローテーションをする。

．ブロック仕セッタィ猫動ものだけができる。

・コート内の3人が必ずボールに触ることとする（3回で返

球する）。

※コート内での役割がサーブに対するレ、ン｝パー1人，アタッカーl人，

セッター1人となる。しかし，ラリー中はアタッカーやセァターの位置

いる人も相手コートからの返球に対してレシーノ〈ーになることもあり，

ラリー中に役割変化をする場面がある。



また，導入したタスクゲームは，次の三つである。

①キャッチ・キャッチ・アタックゲーム

このゲームは，第3時と第4時に実施した。ネット

をこえてきたポールのレシーブとセッターのトスアッ

プはキャッチした後，投げ上げて行い，ポレーはアタ

ックのみのルーノレで、ある。必ず3回で，全員がボール

に触れる よ う に し た 。

アタックの2回し，ネットをこえてきたボーノレをレシ

ーブ、する時のみボールをキャッチできるようにした。

し か し ， サ ー ブ を 受 け る 生 徒 が 固 定 化 し た り ， トスを

上 げるボールのコントロールが悪く， ト ス が 相 手 コー

トに返球されたりする場合があり， 3回で全員がボー

②レシーブ・キャッチトス・アタックゲーム

ノレに触るというルールに違反し，ラリーが続く場面で

もプレイを中断しなければならなかった。そこで，第

9時のまとめのゲームでは2回で返球すること，つ ま

り 3人全員が触れなくてもよいというルールをつけ加

えた。

このゲームは，第5時と第6時に実施した。ボレー

はレシーブとアタックの2固とし， トスはレシーブを

キ ャ ッ チして投げ上げるようにした。 必ず3回で，全

員がボーノレに触れるよう に し た 。 2 単元構想

③キャッ チ・トス・アタックゲーム

このゲームは，第7時に実施した。ボレーはトスと

表4は，本単元の目標，学習活動に即した＝制面規 準

及び指導と評価の計画を示した単元構想である。

表4 バレーポールの単元構想（第1学年）

技能
ポジションの役割に応じたボーノレ操作によって，仲間と連携した『拾う，つなぐ，打つJなどの一連の流れで攻撃を組み立て，相手側のコートの空いた
場所をめぐる攻紡を展開できるようにする。

態度 お互し、に助け合い教え合ったり，役割分担を協力して行ったりして，共に高まってb＼こうとする悠度を養うようにする。

知・思、 ゲームの中で発揮される技術，戦術を理解し，自己やチームの課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。

評価の観点 学習活動に却した評価規準

①お互いに助け合い教え合ったりして協力して取り組もうとしている。

運動への関心・窓欲・ ②用具の緬備や片付けなど，分担した役割に積極的に取り組もうとしている。

態度 ③チームの練習や話し合L斗こ積極的に参加しようとしてL泊。

④ノレーノレやすナーを守り，フzアなフルイを行おうとL、てb、る。

①パスキアタックの技術，カパーリングや讃備等の動きにかかわるポイントを見つけてb、る。
運動についての思考・

②自分やチームの際麹を把握し，工夫してb泊。判断
③プレイ選択につb、て適切に判断している。

①アタyカー卓唱手コートに返球しヰサL、高さと位置！DJ{ーノレをあげることができる。

運動の技能 ②ポーノレを打ったり，受けたりした後，ポーノレや相手に正対してb泊。
一』

③ポJ万語落下点を予測して繁早く移動しても喝。 ’ ーー

運動についての知識・ ①バレーボールの特性や成り立ちを理解している。
理解 ②パレーポーノレの技術や名称，千t~、方について，理解している。

指導普十函 I 2 3 4 5 6 7 8 9 IO 

オリエン？ーション タスクゲーム① タスクゲーム② タスクゲム.＠ まとめのゲーム
・バレーポールに対する関 ・チーム内でのボールのつな ・相手コートの落ちやすむ、と ・アタyカーが相手コートに ・練習の成果，成長を碑iかめ

オ2らし、 心を高める ぎ方を理解する ころにねらって返球したり， 返球しヰFすも、高さと位置に る
・単元の見通しをもっ ・ボーノレの落下点に素早く移 強〈返球したりできる ポーノレをあげることができる

動できる

0・バレーボー W-up 

ノレの特性と成 予備的運動
り立ち

・t.l.らったところにポ ノレを操作する運動
スキ』レZ立プE’J.Lレ

IO・学習計画ど
－簿下点を予測して素早く動く運動

・1、ーパハンドパλ
学習の進め －アタック
方 －ネットの立て ・ゲーム①のノレーノレ理解 ・ゲーム②のノレール理解 －ゲーム③のノレーノレ理解 ・2つのプロッ －決勝トーナメ

学 20 .安全に関す
方，用具の準 ク3チームず ント
側方法の理 －チーム内での打合せ －チーム内で打合せ つのリーグ戦習 る内容理解 解 －課題共有の

・8分ゲーム流
・ノレーノレと キャッチを取り入れた簡易ゲーム 6試合 ・8分ゲーム

オも 30 ・チーム編成 ゲームの仕方 5試合
の努褒 の理解 ~る空ゲームめ ヨEス 2笠ーム盆 2ス 27..ーム＠

40 －役割分担 －試しのゲー
ム キャッチ・キヤノチ・アタック レシーブ・キャッチトス・アタy キャァチ・トス・アタックゲーム

・本時のふワ ゲーム クゲーム ・ふり返りと片
返り －ゲームのふ イ寸け ・ふり返りと片

50 り返り －ゲームのふり返り －ゲームのふり返り －ゲームのふり返り 付け

関・意・態 ②観察 ①観察 ③観察 ④観察

思・割J ②学習ノート 。，•·学習ノート ＠観察

技能 ③観察 ＠瀕察 ①観察

知・理 <DR学習ノート q渇筆Eテスト
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VI.結果と考察

バレーポールの授業実践で、得られた結果から，カ

リキュラムの成果と改善の視点を考察する。

1 ゲームパフォーマンス到達の様子

ここでは，第9時のまとめのゲームで行った3班

ずつ2つのブロックに分かれたリーグ戦3試合ず

つのVTR視聴しながら，セッターの技能発揮と動き

をワンプレイずつ表2と表3のループリックで評

価し，ゲームパフォーマンスの到達の様子を検討し

た。表5は， Aブロック 3試合，表6はBブロック

3試合の記録を集計したものである。

Aブロックの 3試合では， トスを上げようとす

る姿が 159回， トスを上げようとしなかったのが

18回であった。レ、ンーパーのキャッチ後のセッタ

ーのパフォーマンスにおいて，約9割近くのプレ

イでトスを上げようとする動きがみられた。その

内，レシーブFボーノレを素早く落下点に移動して，上

げたい方向に体をさばいてトスを上げようとして

いたのは 54%であった。おおむねセッターの役割

を自覚したプレイが行われたことが窺える。しか

し，アタッカーが打ちやすい高さと位置にトスを

上げることができたのは 25%程度しかなく，トス

の精度において課題があるといえる。その要因に

ついて VTRを視聴しながら分析すると， 「ふわっ

とした」高さのあるトスをあげることができてい

ない場面が多かった。このような生徒は，次のア

~之カーにつな二三とする意識が強~－隼2主プ

レイしているように見える。刻々と変化する場面

で，落ち着いてプレイできるようにするためにも，

オーバーハンドパスの技能にある程度自信がもて

るようにする必要がある。今後も継続して練習を

積み重ねていきたい。

一方， Bブロックでは， トスを上げようとする

姿が 87回， トスを上げようとしなかったのが 66

回であった。トスを上げようとする動きはAブロ

ックに比べて3割以上少なく， 6割に満たなかっ

た。

まとめのゲームの様相において， Aプロックと

Bブロックとで差が生じた要因を分析すると， B

ブロックの第 1試合では， Aプロックと同じよう

にセッターがトスを上げようとする姿が頻繁にみ

られた。しかし， トスの精度が悪かったり，アタ

ッカーが返球できないミスが続いたりして失点す

る場面が前半に多くみられた。このようなゲーム

展開の中で，たまたまトスをしたボールがミスで

相手コートに入り得点する場面があり， トスをあ

70 

げてつなぐよりも味方が投げ上げたボールを返球

する方が失点しないと考えたため， トスを上げず

に返球するようになっていったと考えられる。 2

試合目でトスを上げずに返球した回数は 24回， 3

試合目で40回となり，その傾向は強く引き継がれ

ていったと推察される。

まとめのゲームということで，勝敗を意識する

あまり，失点しないこと，より効率よく得点する

ことを考えてのことであろう。現状のチーム状況

を判断してプレイしたことは，ゲームに勝つため

の戦術であり否定できない。しかし， Bブロック

のゲームの様相に鑑み， トスを上げることの必然

性を感じさせることができなかったことは，課題

である。これまで積み上げた学びを活かしたゲー

ムができるようにするためには，目指すゲームの

意識付けが大切であると考えられる。

また， VTR視聴しながら気づいたことではある

が， Aプロックでは授業者が VTRを撮影しながら，

良いトスが上がった場面，スムーズな連係プレイ

で三段攻撃が行われた場面等で，「し、いプレイだJ

「しW、トスだよJと声かけを頻繁に行っていた。

Aブロックのゲームにおいて， トスを上げようと

する動きが多かったのは，ゲーム中の教師の肯定

的評価が重要であることを示唆するものである。

表5 Aブロックのゲームパフォーマンス記録

ボール，＂＂鎗鍵’‘’・
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第 10時では，ゲームをする前にAブロックと B



ブロックの VTRを生徒に視聴させた。ゲームの様 的な理解が向上したことを示すとともに，カリキ

相を比較しながら何が違うかを考えさせた後，ゲ ュラムの有効性を示唆するものである。

ームを行った。その結果，どの試合もセッタ一役

が常にトスを上げようと意識する姿がみられた。 3 ネット型球技の意識の変容

このようなバレーボールに関する本質的な理解

やゲーム様相の高まりは，バレーボールに対する愛

好度の変容にも影響していると思われる。図4は，

単元のはじめと終わりに fバレーボールは好きです

か」というアンケート調査を行った結果である。

2 バレーボールに関する本質的な理解の変容

単元のはじめと終わりに，「ネットをはさんだ攻

防を展開するために大切なことは何か」について自

由記述させ，その記述の変容を検討した。記述内容

は次の通りである。

単元のはじめ（回答数）
・チームワークや協力し合う（33)

・ルーノレの理解と遵守（21)

－仲間を思いやる（失敗を責めなし、） ( 6) 
・お互いに高まろうとする気持ち（ 6) 

・平等にボーノレをさわる（4) 
・一人ひとりが楽しもうとする（ 3) 

・役割を果たす（ 2) 

・簡単でわかりやすいルーノレにする（ 2) 

・周りを見て行動する（ 1 ) 

・ボーノレ操作の技術（ 1 ) 

単元の終わり（回答数）
・声をかけ合う（ドンマイ，ナイス，意思表示，
チームがまとまる声など） (59) 

・ねらったところへのパスをコントロールする
ボール操作の技術（44)

・チームワークや協力し合うこと（44)
・ルールの理解と遵守（25)
・床にボールを落とさないよう自分から積極的に
ボールを受けに行く（20)

・ボーノレだけでなく，相手や味方の動きを見て
プレイを判断すること（19)

・素早く動くための構え (17)
・自分の役割を理解し果たすこと（14)
・状況によって役割を転換したり，ミスをカバー ー
したりする動き (IO)

・ボールの落下点の予測~ ( 9) 
・ボールの落下手への素早い動き（ 8) 

－相手のことを考えた作戦やプレイ（ 8) 

・ゲームを楽しもうとする気持ち（ 6) 

・定位置へもどること（ 5) 

－技術ポイントの理解（4)

・相手を尊重すること（4)

単元のはじめは，全体的に記述数が少なかった。

また，記述内容は他の型の球技でも大切にされる

べき記述，漠然とした記述にとどまっていた。し

かし，単元の終わりには，チーム内の連係を意識

した記述，ボール操作の技術についての記述，ポ

ーノレがないときの動きに関する記述など，ネット

をはさんで攻防を展開するために大切なことを具

体的に記述したものが多くみられた。記述内容が

変容した要因は，キャッチを取り入れたゲームを

実施したため，ポール操作が容易となり，ラリー

の多いゲームを経験できたからではないかと推察

される。このことは，バレーボールに関する本質

Pre n 18 

、
、．
 

post 事事

”も lC蹴 40% 80% 100% “主γ。
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・あまり好きでは沿い ・煉い

図4 バレーポールの愛好度の変容

また，回答した主な理由は次の通りであった。

単元のはじめ（回答数）
0好きな理由の主なもの（総回答数34)

・小学校でやって，楽しかったから（17)

・球技（スポーツ）だから（ 3) 

・TV等で見るのも好き（ 3) 

－難しいけどおもしろい，上手にできないけど楽しい（2) 

・好きではない理由の主なもの（総回答数22)

・打つのが難しい，上手くできない，ボールが変な方向に
とんでいく（8) 

－ー茎カヨ責主土から 1-4〕
• lレー／レがあまりよくわからない（4) 

・どちらでもない理由の主なもの（総回答数27)

・ゃったことがなし、から，よくわからない（20)

・ボールのコントロールが難しL、から（ 2) 

単元の終わり（回答数）
0好きな理由の主なもの（総回答数71)

・グーム（競う）が楽しい，おもしろい（17)

・みんなと協力，ミスしでも助け合いができる（13)

・連係プレイが重要だから楽しかった（ 7) 

・上手く打てるようになったから（6) 

・ボールをみんなでつなげようとするところが楽しい（4) 

・アタックできたときが気持ちがいい（4) 

・好きではない理由の主なもの（総回答数9)

・盛り上がらない（ 2) 

・背が低いためスパイクが打ちにくい（ 1 ) 

・アタックを打って点が入ってもあまり爽快感がない（1) 

・打ち返したりできると楽しいけど，失敗したりあまり楽
しくない（ 1 ) 

・どちらでもない理由の主なもの（総回答数8)

・バレーポールをこれまであまりやったことがなかったか
ら（ 2) 

・楽しいけど，ボールを打って返すのは難しい（ 2) 

ド

単元のはじめでは， 「大変好きJ 「どちらかと

いうと好きjという生徒が 35人で‘あった。単元の

71 



終わりでは 63人となり， 8割以上の生徒がバレー

ボールに対して好意的な回答になった。また，「あ

まり好きではなし、J f嫌いjから「大変好き」「ど

ちらかというと好きJに変わった生徒は， 78人中

11人いた。これらの結果を見ると，バレーボール

に対する愛好度を高めることができたと考えられ

る。その要因を好意的に回答した生徒の理由から

分析すると， 「ゲームがおもしろいj 「仲間と協

力したり，カバーし合ったり，連係しあったりし

てボールをつなぐことが楽ししリという回答が多

く，バレーボールの特性に触れることができたた

めと推察される。第 1学年の生徒では，小学校で

のバレーボールの経験が十分でない現状の中で，

ゲームを通してバレーボールのおもしろさがわか

り，ゲームを共に楽しめるようになることが大切

であるという示唆を得た。

しかしながら，バレーボールに対して「好きで

はなしリ 「どちらでもなしリと回答した生徒の理

由の中には， 「技術的な伸びが実感できなし、Jrボ
ーノレ操作が難ししリといった回答があった。した

がって，愛好度の低い生徒には，ボール操作の技

術をより高めるきめ細かい指導を工夫することが

課題として残された。

った。その結果，バレーボールに関する本質的理解

と動きの質や，バレーボールに対する愛好度の向上

が認められ，本実践の成果が確認された。一方で、，

ボール操作の指導において課題が示唆され，引き続

きカリキュラム構成や指導のあり方の工夫が必要

である。

今回の実践研究を土台として，引き続き第2学

年，第3学年へと学ひーがつながるカリキュラムを開

発してし、きたい。
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百ieCurriculum Development of Ball Game wi曲 aNet加 Conn配 tLeai世時fromElementaη旬 JuniorHigh School 

-Through the practice of ’Catch, Toss, and Spike Game' for 7白 graders-

Hirofumi ODA, Yasuo HIGASHIKAWA, K位 uhikoSAITO and Shotaro IWATA 

abstract: This research aims at the curriculum development for volleyball to connect learning fぬmelementary 

to junior high school. For 7th graders, a curriculum to implement a material of a simple game in stages was made 

組 da class wi血血ecurriculum was practiced. The game aimed白紙studentsuse overhand p邸 sesa lot in a game 

and pass intentionally with a t回 mworkin a team. As a result, these two points were enhanced; the essential 

Key word: ball game wi出anet, volleyball含 Cぽriculum,a task game 
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